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We　illtroduced　PCs　illto　our　school　fbr　the　pしlrpose　of　givillg　students　lectures　oll　informatioll

technology．　With　the　increase　hl　tlle　number　ofPCs，　teachers　became　Inore　proficient　and　stalted

uslng　theln　extellsively．　This　enviromne1、t　has　also　helped　studellts’study　habits．　Students　are

motivated　llot　only　by　lectures　but　also　by　seeillg　teachers　makillg　best　use　of　PCs．　Extellslve　use

of　PCs，　col豆ecting　infbrmation　on　the　Interllet　alld　using　CAI　materlals　have　motlvated　students

to　study　on　their　own．

【キーワード】Pc導入　学習環境　Pc使用目的

1．はじめに

　平成9年度入学生からカリキュラムの改正が行われた。その改正により、単位制がひ

かれ各分野に枠組みができ、その枠組みの中で各学校の特色をいかせる授業科目が組め

るようになった。看護婦等養成所の運営に関する指導要領（1996）では、基礎分野の改

正案のねらい・留意点として、「国際化及び情報化へ対応しうる能力の育成が可能な内容

を含むことが望ましい」Dとされ、指定基準でも情報処理室については、情報社会に対

応できる能力の育成のために、「設置することが望ましい」2）と提示された。看護におい

ては、研究等で多くのデータ処理を行ったり、学会等の発表、論文作成など、今後は、

よりコンピュータ（以後Pcとする）を使用することが多くなる。また、インターネッ
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トにより多くの情報を得ることで、いろんな角度から看護をみつめることができる。こ

のことから、当校では、情報科学1単位を基礎分野の1教科とした。講義内容は、統計

学を主とし、30時間中5時間をコンピュータ操作とした。しかし、当初はすぐにPcが

導入できない状況であったため、初年度は、信州大学でコンピュータ実習を中心とした

授業を行った。その後は、Pcを導入するため、他施設を見学し検討の結果、システム概

要を図1のように考え、3期計画でPc台数を増やし、学習環境を整えた。

　平成11年の各赤十字看護専門学校（35校）のPcの導：入・活用状況（2000）3＞によ

ると、詳細は正確ではないが、Pcの台数が充実している学校は、いまだ少ない（図2参

照）。また、Pcを10台以上導入している学校であっても、授業のためにのみ使用してい

る所が多い。インターネットが利用できる学校は、数校である。

　当校では、カリキュラム改正後、除々にPc台数を増やしたことや、学習環境を整え、

多くの教師がPcを使うことに努めた結果、学生は、授業のためだけでなく、Pcを多目

的に活用しはじめた。よって、その実践について本稿で報告する。
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國1　システム概製 図2学生のためのPo導入台数

　（各赤十掌轡護尊門掌校）
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2。Pc導入経過と成果；（表1参照）

露．1学習環境の整備

（1）野。環境

　　1）第1期1初めてのPc導入（1998年10月）

　　　Pcの使用が、　Pc導入時に比べ、1月より急激に増えた（図3参照）。その理由と

　　して、①教師は、いままで手書きだった書類や成績データをフロッピーによる管理

　　に変更しはじめた。また、スキャナから画像を取り込んだり、講義の黒板代わりに

　　Pcを使い始めた、②学生は、1年次信州大学で行った情報科学の授業効果もあり、

　　2年次の看護研究（1月から3月目でまとめの時期）では、Pcやデジタルビデオを

　　使ってデータ分析を行うグループもでてきた。また、研究論文はほとんど手書きが

　　なくなった、ことがあげられる。

2）第2期：クライアント増設（1999年9月）

　学校長の寄付により（当校100周年記念）、場所をとらず持ち運びができるノート

Pcが6台導入されてから、教師は、教務室の机上でPcの使用が可能となったため、

手元にPcがある事で利用率は上がり、講義の資料や展示物の印刷等に活用範囲が広

がった。学生は、ノートPcをグループワーク（以後GWとする）やCAI教材（治

療指針・国家試験等）学高等に使用し始めた。
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表1罰ンピュータ導入の経過と農桑

時期 導入器材 学生の使用成果 教師の使購成果

1998年 デスクトップPc　5台 ＊研究論文の作成 ＊書類作成

10月 （1台は教師用） 率研究データの分析 ＊成績データ・鰯人データのFD管理

スキャナ1台 ＊研究発表 ＊スキャナからの画像の撮りこみ

インクジェットカラープリンタ1台 ＊Gwのまとめ ＊授業 （パワーポイント使用）

インターネットを病院と4台接続 ＊インターネット検索 寧インターネット検索

＊インターネットからの ＊インターネットからの

データの撮りこみ・貼り付け データの撮りこみ・貼り付け

＊展示プリント作成 （カラー印刷）

1999年病院より教師のみメール許可 ＊外部講師とのメール蓮絡

2月

1999年 ノートPc　6台 ＊CA1学習

9月 （教師と学生共有） （国家試験問題等）

1999年 一トPc　12台 寧デジタルビデオからの ＊デジタルビデオからのデータの

12月 （教師と学生共有） データの撮りこみ・編集 撮りこみ・編集

＊スライド作成

（パワーポイント使用）

集用Pc　1台 堵サーバの課題ホルダに ＊教材作成

一ジタルビデオ1台 学生轟々がスライド作品

提出

000年 ラーレーザープリンタ1台 喀レポート作成・印刷 ＊配布プリントのカラー印刷

3月 （教務室） 零卒簗論文の作成 ＊写真の印西

000年図轡室奪用Pc　1台 雰図書整理

4月 レーザープリンタ1台 ＊図書黛し出し

000年病院・当校のホームページ開設 ＊ホームページ作成・更新

6月

000年 NT妙一パ1台 累成績データの管理・共有

9月 （教務室用） 率行事文讐の整理・共有

001年 全Pc23台にインターネット接続 寧翻人データのファイル管理

1罵 校独自の配線

（編集用Pc・図書室Pc除く）

＊　矢印は、その年の成果を次年度に継続していることを示すものである。
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3）第3期：クライアント増設（1999年12，月）

　同窓会からの寄付により（当校100周年記念）、第3期を早く迎えた。Pcの台数

が計23台となり、当校で初めて行った情報科学の講義は、2人に1台の割合でPc

を使用できた。また、ビデオや写真等の編集用Pcやデジタルビデオが導入されたこ

とにより、視覚に訴える教材提供が可能になったため、教材や講義内容に変化がみ

られた。学生は、看護研究によって、デジタルビデオで撮影・編集したものを利用

するようになった。そして、1999年に比べ、2000年1月・2月のPc（デスクトッ

プ・ノート共に）の学生使用量は、情報科学の課題（スライド作成）や、看護研究

等のために激増した（図4参照）。また、Pcやワープロを使用したレポート等の提

出物は、以前15％位であったものが半数以上になった。

⑫）クラス環境

　　1）情報科学室の整備

　　　第1期の導入は、デスクトップ型のPcであり、台数も少なかったので、視聴覚室

　　を利用した。第2期の導入で台数が増える事により、情報科学室を設ける必要が生

　　じた。しかし、当校の構造を考えると情報科学室を設けるには、スペースがなかっ

　　た。そのため、デスクトップのおかれている視聴覚室を、情報科学室と兼用しなけ

　　ればならない状況になった。検討の結果、①スペースをとらないノートPcを使用す

　　る、②無線：LANにする、③電源口を床に設ける、ことが決定され、情報科学室（視

　　聴覚室）として整備が行われた。

2）NTサーバの導入：ネットワークの確立

　教師のPc使用頻度が増してくると、ファイルの共有等、できるだけ業務を整理し

たいという要求が高まってきた。そんな中で、病院で使用していたNTサーバが不

要となり、交渉の結果、学校でNTサーバを得ることができた。　NTサーバは、主に

ファイル管理で使用することになった。そのため、共有フォルダを作成することで、

教師が情報を必要時いっでも得る事や、情報交換が簡単にできるようになり、1人1

人独自でデータを作成する手間も省けるようになった。また、各教師の専用フォル

ダも作成したため、フロッピー管理が少なくなり、業務が行いやすくなってきてい

る。共有フォルダは、パスワード管理となるので、学生が容易に開くことができな

いため、データを乱用されることもない。図5のようにNTサーバ導入で、教務室

内のネットワーク・当校のネットワークが確立した。NTサーバには画像保存も可能

なため、自分専用のフォルダを開き授業にも使用できる。ネットワークが確立した

ことで、教師が行う視聴覚室での講義は、フロッピーで操作することなく、またノ

ートPcを持ちこまずにできるようになってきている。
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　3）インターネットの導入

　インターネットが利用可能なコンピュータは、第1期より、病院のネットワークと接

続して4台確保されていた。その後、クライアントの増設により利用が拡大した結果、

インターネットへの接続が4台のみでは、学生のGW等のインターネット検索に支障を

きたしたため、全Pcのインターネット接続が検討された。そして、2001年1月には、

23台すべてのPcでインターネットの利用が可能になった。病院とのトラブルをさける

ため、Pc23台のインターネット接続は学校独自とした。全Pcにインターネットが接続

されてから、教師は教務室の机上でPcを使用できるため、外来講師とメール連絡が容易

になり、情報収集としての利用も高まった。学生は、画像の取り込みをして授業の課題

をこなしたり、GWで情報収集に活用したり、頻度がより高まった。インターネット検

索は、図書室の活用や活字離れ等が懸念されるが、情報収集の1つの方法としては、意

義あるものである。

（3）講義：情報科学

　当校の情報科学の講義は、初年度の信州大学での授業と違って集中講義ではなく、学

生2人にPc1台の使用となった。しかし、環境が整った中で、情報科学のスライド作成

（パワーポイント使用）は、学生のPcへの意欲をかきたてることとなった。自分の時間
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をみつけては、Pcに向かいキーボードを叩く。そして、インターネットを開き必要なデ

ータを探し取りこむ。デジタルビデオやスキャナからも自分の好きなデータを取りこむ。

少しつつPcに触れることで、　Pcに慣れる。また、学生同士でコミュニケーションをと

りながら、わからないところを教えあえる。学生が個々にスライドを作成することで、

Pcの操作も上達していった。こうして、環境を整えたことや、適切な課題を与えた結果

が得られた。

2．2学習環境を整えた成果

（1）情報科学の講義を行って

　　信州大学で講義が行われた頃は、教師も学生もPcについて知識もなかったし、触っ

　たことも少なかった。そのため、講義開始時の学生の表情はかなり硬かった。しかし、

　当校にPcが導入されてからは、身近にあり触れられ、また、教師も講義で使用するな

　ど、目にする事も多いせいか、受講時の学生の表情は、変わってきている。環境が整

　っていれば、自分の時間を調整していつでもPcに向かう事ができる。そして≦より

　Pcも身近となり、「使うのが当然」の見方が定着しつつある。

（2）使用目的の拡大

　　段階的にPcを導入することで、学生もPcに興味をもち、情報科学の講義だけでな

　く学生なりに使用目的を拡大できた要因は、次のことと思われる。

　　①教師同士がお互いに教えあい、操作できる内容が増え、多分野でPcを活用する

　　　ようになったこと。

　　②教師がPcに慣れ多分野で活用している姿を、学生が教務室の中で目にしたこと。

　　③講義を通して、わかりやすい教材や効果的なPcの使用を、学生が体験したこと。

　　④学生が、1学年上の学生のPcを使用しての研究分析や発表を見て、　Pcや器材に

　　　対してこんなことができるのかという新たな思いを抱いたこと。

　　⑤Pcの導入時期の間隔（第1期～第3期）が短かく、Pcに興味iを持ち始めた時期

　　　と重なったこと。

　Pc導入で講義等を通じ学生の学習意欲も啓発され、看護研究のまとめに積極的にPc

を使用したり、インターネットによる情報収集・CAI教材の活用により、自己学習能力

も高まりつつある。学習意欲が高まる時を谷沢（1980）は10項目あげているが、その中に

『ギ目標が段階的に与えられた時」「学習する課題が明確に示されている時」「学習しやす

い雰囲気や環境の中におかれたとき」「学習の効果がわかったとき」等の項目がある』4＞

と言っている。また、『映像教材の導入は、生徒に自然現象、社会現象に対する関心や興

味を高め，学習意欲を啓発し、情緒的・運動知覚的領域の目標達成に有効であり，3領

域の調和のとれた目標達成が可能である。』5＞とも雷っている。環境が整い、各講義の課
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題を達成する中で、器材を使用して何かを作ることができた喜びや達成感が、「やればで

きる」という自信につながり、積極的になると共に、自分自身の目標も設定できるよう

になるのではないだろうか。

3．おわりに

　今回Pcを一度に揃えることが難しく、3期に分けての導入となった。しかし、結果的

には、Pcに興味をもち、一人用操作したいと思いはじめた時期にタイミングよくPcが

増えた。そして、そのたびに新たな可能性がふくらみ、新たな意欲を生み、教師と学生

の使用目的が拡大できたと言えよう。

　本実践は、大方房江、宮澤美津子、原厚子、ミルズしげ子、中澤多鶴子、三木由香里、

塚田裕子、渡辺たつよ、小林由枝のチームによるものである。
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